
 

 

 

 

 

 

 

 

弁当屋の挑戦が教えてくれたこと              副校長 小原 誠 

数年前にあるテレビ番組でユニークなアイデアで売り上げを伸ばした弁当屋が紹介され、興味を持ったことを思い出し

ました。この店は、店内に設置したカメラで 24 時間ネット配信を行うという、画期的な試みを始めました。 

ネット配信開始前には、毎日 3～4 件の万引きが発生し問題を抱えていました。しかし、配信開始後、万引きはほとんど

起こらなくなりました。視聴者からの通報により、犯人の特定につながったケースもあったそうです。 

監視されるというマイナスのイメージを客に持たせないためにも、弁当屋が監視カメラを設置する発想にはなかなか至ら

ないでしょう。また、プライバシーに関する懸念も心配です。しかし、この店では、店先に「ネット配信中」と表示し、多くの視

聴者が監視の役割を果たすことで、万引きを未然に防ぐことに成功しました。さらに、配信画面には来店客数や売上高をリ

アルタイムで表示し、視聴者を楽しませる工夫も凝らしています。視聴者たちは、数字が刻々と変化していく様子をゲーム感

覚で楽しみながら、人間の持つ同調現象により無意識のうちにお弁当を購入する衝動に駆られるそうです。 

この取り組みは、思わぬ副産物も生み出しました。ネット配信に魅力を感じた多くの企業から広告依頼が殺到し、年間数

百万円の広告収入を得るまでになりました。 

この弁当屋は、万引きという問題に直面し、様々なアイデアを試行錯誤することで解決策を見出しました。そこで、既成概

念にとらわれず創造性を発揮することは、問題解決には重要なことであることに気づかせてくれました。 

レポートを作成するために知識や技能を身につけることや、テスト勉強のために反復繰り返すことは、学びには当然、必

要不可欠なことです。それ以上に、創造力豊かにアイデアを出し、挑戦することで得られる気づきが深い学びとなり、私たち

を大きく成長させてくれるのではないかと実感しました。2025 年、私はそして皆さんはどんな学びを手に入れるのでしょう

か？ 

 

まずは日々の学びから                          教頭 松本 正人 

【未来とは、まだ見ぬ世界への扉です。私たちが今、どのように生き、どのように

行動するかによって、その扉の向こうに広がる景色は変わります。未来は決まって

いるものではなく、私たち一人ひとりがつくり上げるものです。 

みなさんはこれからの社会を担う重要な存在です。未来をつくる力は、みなさん

の手の中にあります。例えば、環境問題に対する取り組みや、技術革新、社会的な

課題への挑戦など、どれも未来を形作る大切な要素です。 

未来をつくるためには、努力し続けることと協働することが不可欠です。困難に

直面しても諦めずに挑戦し続けることで成長し、目標に近づくことができます。ま

た、一人の力には限界があるため、仲間と協力し合うことで大きな目標を達成でき

ます。友人や家族、地域社会、そして国を超え、共によい未来を築いていきましょう。 

未来とは、私たちがつくるものです。みなさんの行動と選択が、未来を形作ります。自分の力を信じ、積極的に未来をつく

る一歩を踏み出しましょう。】 

これは、生成 AI（Microsoft Copilot）が作成した文書とイラストです。AI を使いこなすには命令文（プロンプト）が不

可欠で、このプロンプトが具体的でわかりやすいほど、AI もより正確な回答を返しやすくなります。そのため、AI を使うには

「質問する力」が重要だといわれています。言い換えれば、何を知りたいのか、何を解決したいのかを明確に言語化する力

です。これは、AI だけでなく、人も、曖昧な質問より具体的な質問のほうが答えやすく、質問した人にとってもより有益な回

答を得やすいはずです。 

人は言語を使って思考します。言葉を知らないことは、「考えることができない」ということになりかねません。あなたは、

「考えることができない人」になりたいですか。もし、なりたくないのなら、まずは日々の学びから。レポートにテスト、頑張って

ください。 

飛驒通信 令和７年１月発行 

第 218号（通算 883号） 
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新年の抱負 

アルバイトで貯めたお金で家族とご飯を食べに行った

り、一人旅がしたいです。また、英語を耳から聞いて理解

できるようになりたいです。 

今年大切にしたいのは、「とにかく行動する」ことで

す。昨年を振り返ってみると、良くも悪くも現状維持の一

年でした。元々、大きな変化を好まない性格です。だから

こそ、今年の目標は「行動する」にしました。特に、卒業ま

での３か月を充実した期間にするのが目標です。今年は

「迷ったらヤル！」くらいの気持ちで「行動」を意識してい

こうと思います。 

「自分なりに将来に向けて前に進んでいきたい」とい

う決意と共に通信制高校に入学しました。卒業までの２

年間は私の人生で特に自分の気持ちに素直に向き合

うことができた期間でした。初めは緊張や不安もありま

したが、徐々に環境にもなれ、自分の体調に寄り添いな

がら学校に通うことができました。また、将来の夢の実

現の向け、進学や新生活への準備をすることができま

した。自由な学びのスタイルのおかげで、自分のペース

で成長することができたので、今後も自分に寄り添った

選択をして、良い環境を見つけていけるようにしたいで

す。そして、良い機会があれば、何事にも前向きに挑戦

していく姿勢を大切にしていきたいです。新しい生活が

始まっても、充実した生活が送れるよう、今までのように

心と体の健康を大切にしていきたいです。 

例年通り、アルバイトやレポート提出、スクーリングも安

定してできていたように感じます。今年は家を出るので、

大人としての責任を持ち、進んでいきたいです。 

筋トレを毎日サボらずやりたいです。 

自分のしたいことを見つけたいです。 

私の新年の抱負は学校とアルバイトを両立させるこ

とです。３修生を選択すると、スクーリングやレポートが

増えるので、計画的に取り組んで、アルバイトも続けら

れるようにしたいです。また、今年は留学したいと思って

いるので、もっと韓国語の勉強をしたり、TOPIK（韓国

語能力試験）４級以上は取得できるようにしたいです。 

私は小学校でしたこともある版画を数年前から趣味

にしています。去年から６つのコンクールに挑戦してい

るので、結果が楽しみです。今年は、別のコンクールに

申し込んで結果を出し、趣味ではなく、版画家としてプ

ロを目指したいと思っています。そのため、仕事と版画

をバランス良く両立できるようにします。 
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東海４県交歓会 

交流会１  

ふれあいスポーツ大会 

（ソフトバレーボール） 

 

１０月２７日（日）、華陽フロンティア高校にて東海４県交歓会が開催さ

れました。 

 

交流会１では、華陽フロンティアのソフトバレーボール大会に特別参加し

ました。２勝１敗で決勝トーナメントには進めませんでしたが、楽しい時間を

過ごせました。 

 

交流会２では、小グループに分かれ、ワールドカフェ方式でテーマに基

づいて議論し、他校の生徒と活発に意見交換をしました。 

交流会２  

小グループで他校の

生徒と意見交換 
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バイクのトルネード                                       石地 志奈子 

東南アジアで、道路を横断するのは至難の業だ。車や、特にバイクの群れが途切れることなく襲いかかる。そこでは、信号

も警察も役に立たない。バイクは我が物顔で往来を横行する。歩道はバイクの駐輪場と化し、時折バイクに追いやられた車

が走ってくるので、おちおち歩道を歩いてもいられない。 

歩行者が優先の国のように、道端に立っていれば相手方が止まってくれることなどあるはずもない。向こう側に渡りたけ

れば、自らバイクの群れに飛び込むしかないのである。意を決して一歩踏み出すが、左からも右からも走ってくる猛スピード

のバイクに怖じ気づき二歩目が出ない。後には、ただ、永遠とバイクのトルネードがあるばかりである。 

我々の生きる人間社会は、日々感情の渦巻く社会である。忖度しまくって疲弊したり、あずかり知らぬところで敵意を向け

られていることもある。タイミング悪く正面衝突して軋轢を生じかねない。社会の中では、全く人の感情に触れず生きていく

ことなどできないのだ。 

ふと老人が、躊躇することなく道路を横断し始める。小走りになるでもなく左から来るバイクを交わし、その後ろから走っ

てくる車の勢いにおののくこともなく、右から来るバイクには視線を向けずとも歩み進めて、渡り終えた。その間、交通は全く

乱れていない。その姿は優雅とも言うべきものであった。彼は確かに全身でバイクとの間合いを見定めて道路を渡っていた。 

これは、人と人とのコミュニケーションに似てはいまいか。多くの人の感情が行き

交う中を、相手とぶつからないように間合いを見定めて生きていく。感情の渦に恐

れをなして一歩踏み出さなければ、永遠に人の心は分からない。そこには、流れを

整理する信号も警察もないのだ。 

飛び出して肝を冷やすこともある。怪我をするかもしれない。でも経験しないと学

べないことはたくさんある。何回も渡り続けることで間合いは肌感覚で分かるように

なる。 

そして、いつかの老人のように、自らのペースを保ちつつも周りとの歩調を合わ

せ、人の感情が渦巻く世の中を優雅に渡れるようになれたらいい。 

 

 

 

  Ｓ Ｔ ＝ 定 期 テ ス ト  
 ３修 T＝３修生定期テスト 
追再 T＝追テスト、再テスト、特別テスト

が前日までの予約なしで受けら
れる日  

通自＝通級による指導（自校型） 
網掛けは学校休業日（電話応対できません） 

職員室より 

 

要確認！ 

日 曜 ２月行事予定

1 土

2 日 ST㉖　LHR（科目登録）

3 月 休業日

4 火 通自⑩

5 水

6 木

7 金
特別テストレポート最終合格

期限　　　　　（１６：３0）

8 土

9 日 後半追再T

10 月 休業日

11 火 建国記念の日

12 水

13 木

14 金 第３回学習期限（15:25）

日 曜 １月行事予定

19 日 ST㉕　LHR（会長選挙）

20 月 休業日

21 火

22 水

23 木 ３修T⑮　後半締切（16:30）

24 金

25 土

26 日 前半・３修追再T

27 月 休業日

28 火

29 水

30 木

31 金

日 曜 ３月行事予定

1 土

2 日
S㉗ 　　終業式・卒業式準備・

卒業式

3 月 休業日

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土


